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全体は、序論と結論を含む本論として 7 つの章、それに第 8 章「ドロステの詩のテクストと翻訳」、第 9 章「文献表j
が添えられ、 A4 判 201 頁、 400 字詰原稿用紙換算で約 1000 枚からなる。
第 1 章「序論一詩とレトリック j では、言語・行情詩・レトリックをめぐって「行情詩」論の歴史が検証され、十予
情詩を「無意識の創造物J とするとするロマン派以降の概念は持情詩のひとつの可能性を表しているに過ぎず、持情




第 2 章以下では、主にプレットの『レトリックとテクスト分析』に依拠して、 ドロステの代表的な詩の分析を進め
る。






























本論文の第 1 の意義は、行情詩とは何かという問いに真正面から取り組み、持情詩とは「虚構の (fiktional) 場」
における発話であり、詩の話し手と聞き手は「虚構の場に設定された役割J なのだという論者の仮説を、 ドロステの
詩作品の分析によって説得的に実証してみせ、十予情詩理解の新たな可能性を見事に提示し得ている点である。
第 2 の意義は、持情詩とレトリックの関係を言語の本質にまで、遡って聞い直し、レトリック分析の技法を自在に駆
使して、行情詩理解におけるレトリックの有効性を作品研究の実例において示している点である。
第 3 の意義は、保守主義的な「傾向詩」としてこれまで冷ややかな眼で見られることの多かったドロステの詩業を、
レトリックという側面から再検討することでその多層的・多義的な実像を浮き彫りにし、新たな理解と評価の可能性
を開いた点である。
ただ、序章の理論的考究では論述に行きつ戻りつが見られ、また 2 章以下のドロステ詩の分析においては、随所に
はっとするような鮮やかな手際が示されている反面、ところによってやや表面的、形式主義的な分析に終わっている
箇所もまま見られる点が惜しまれる。
しかし、これらの点は本論文の学術的な価値を損なうものではない。よって、本論文を博士(文学)の学位にふさ
わしいものと認定する。
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